	１．活動のテーマ

	　〈テーマ〉

	色

	　〈テーマの設定理由〉

	・テーマの設定に活かした園の環境や強み
・設定したテーマに子どもの興味関心があると判断した理由
が含まれていることが条件にあります

	園には、園庭はないが広いテラスがあり、絵の具を使ったダイナミックな活動や、室内に差し込む光の変化を体験できる環境がある事また、子どもたちはこれまでの絵の具を使用した活動の中での中で色の混ざりや変化に興味関心を示していた。したがって色が混ざり合う不思議さや変化を楽しみながら探求できるテーマとして設定した。

	２．活動スケジュール

	令和7年4月から令和8年3月、月2回実施した。
4・5・6月：子どもたちが色に興味を持ち色の混ざり合う様子を体験する事で興味を引き出す
7・8・9月：夏ならではの活動を通して、更に色の違いをダイナミックに表現し探求心を深める
10・11・12月：室内と戸外の光の色や、ライトを通した時の色の違いに気付き創造力を広げていく
1・2・3月：色が混ざるとどうなるのかの期待感と混ざった色の変化を皆で表現し更なる探求に繋げていく

	３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

	　（活動のためのどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

	三原色の絵の具を用い、ペットボトルの中で色が混ざり合う様子を目の前で見える形にすることで、子どもたちが色の変化に気づきやすい環境を設定した。また、水風船を割ることで一気に色が広がる体験も取り入れ、同じ「混ざる」でも異なる変化の仕方を感じられるように工夫した。さらに、セロハンをメガネのようにして風景を見たり、床や壁に映る色を楽しめるようにすることで、光と色の関係にも触れられるようにした。ブラックシアターを活用し、暗い空間の中で色の輝きや見え方の違いを体験できる環境も整えた。単に素材や道具を用意するだけでなく、色を「混ぜる」「広がる」「重なる」「光に通す」といった様々な関わり方が自然に生まれるよう環境を構成し、子どもたちが自ら試し、違いに気づきながら探究していけるよう意識して設定した。

	４．探究活動の実践

	　〈活動の内容〉

	今年度の探究活動では、色が混ざり合いどのように変化していくのかに着目し、様々な素材や環境の中で体験を重ねてきた。色水づくりやペットボトルを用いた活動を通して、振ることで混ざる様子や泡・音・水の動きなどにも気づき、色への興味関心を引き出した。夏には、どろんこ遊びや泡遊び、水風船アートなど夏ならではのダイナミックな活動を取り入れ、色が広がる・混ざるといった変化を全身で感じながら探究を深めていった。秋から冬にかけては、セロハンメガネやカラーフィルム、ライトやブラックシアターを活用し、光を通したときの色の違いや見え方の変化に気づき、室内外での表現へと広げていった。そして、にじみ絵などの活動を通して、これまでの経験をもとに色が混ざることへの興味を持続させながら、探究の積み重ねていった。

	　〈活動中の子供の姿・声、内容〉

	　（活動中の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

	１・２歳児合同で活動する事により、年齢差と興味関心の違いが分かり保育者も様々な発見ができたと思う。様々な活動をする中で「〇色と〇色で何色になるのかな？」等の声掛けをする事により、子どもたちのワクワク感が増し、次の活動へ繋がっていったと感じる。色水での色の変化は２歳児の方が興味を持ち「〇色と〇色を混ぜると〇色だね」「もっと薄い〇色にしたい」等探求していく姿が見られました。１歳児はセロハンの光の色に興味を持ち、重なり合う色の違いや光が当たった時の色を楽しむ姿が見られた。

	活動の様子が分かる写真　2枚以上を添付してください。

	（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。）

	※写真は不要です

	５．振り返り

	　〈振り返りによって得た先生の気づき〉

	活動当初は「色って？」日常生活にあふれているが子どもの興味を引くにはどうしたら良いのかを考えながら季節に合わせて活動する事で、様々な気付きに繋がった。
暖かい時期にはテラスで絵の具を使ったダイナミックな活動を取り入れることで、色の変化そのものを楽しむ姿が引き出されることに気づいた。
汚れることに抵抗のあった子どもも、活動を重ねる中で少しずつ「やってみよう」とする意欲が芽生え、楽しめるようになっていく様子から、環境や関わり方の重要性を実感した。
色は身近な環境の中や季節の変化の中にも多く存在していることに改めて気づき、戸外活動においても自然の色の移り変わりに目を向けることができた。
テーマとして継続的に取り組んだからこそ得られた視点や学びであったと感じている。





	テーマ
	色

	活動内容
	色が混ざり合いどのように変化していくのかに着目し、様々な素材や環境の中で体験を重ねてきた。色水づくりやペットボトルを振ることで混ざる様子や泡・音・水の動きなどに気づき、色への興味関心を引き出した。夏にはどろんこ遊びや泡遊び、水風船アートなどダイナミックな活動を取り入れ、色が広がる・混ざる変化を全身で感じながら探究を深めた。秋から冬にかけては、セロハンやカラーフィルム、ライトやブラックシアターを活用し、光を通した色の見え方の違いに気づき、表現へと広げていった。最後に、にじみ絵などの活動を通して、これまでの経験をもとに色への興味を持続させながら探究を積み重ねていった。

	活動における
チェックリスト
	✔
	グループ単位での活動等により、乳幼児同士の対話、関りを促した。

	
	※乳幼児同士のかかわり促すためにどのような工夫をしたか

	
	１・２歳児で一緒に活動する場を設定し、年齢の異なる子ども同士が互いの様子を見て真似をしたり、刺激を受けたりできるようにした。同じ空間で体験を共有することで自然な関わりが生まれるよう工夫した。また、保育者も一緒に楽しみながら関わることで安心感を高め、子どもたちの興味や関わりを引き出していった。

	
	✔
	活動中の乳幼児の言葉、表情、ジェスチャー等の表現に着目し、メモ・写真・映像等で記録した。

	
	※記録をどのように行ったか

	
	活動中の子どもたちの言葉や気づきをその都度メモに残すとともに、表情や動きが分かるよう写真や映像でも記録した。記録したデータはPCに保存し、後から振り返りや共有ができるように整理して活用した。

	
	✔
	乳幼児一人ひとりが主体的に活動できるよう配慮した声掛け等を行った。

	
	※主体的な活動のためにどのような工夫をしたか

	
	子どもたちが自分で試したくなるように、ペットボトルや水風船などを活用し、「混ぜると何色になるかな？」といった問いかけを行い、興味を引き出しながら活動を進めた。また、室内に光を取り入れたり、戸外で自然の光を感じられる環境を設定することで、子ども自身が色の変化や輝きに気づき、主体的に関わろうとする姿を引き出せるよう工夫した。

	
	✔
	記録をもとに、乳幼児の関心や発見、表現を振り返った。

	
	※振り返りの実施方法

	
	申し送りの時間を活用し、記録した内容をもとに子どもたちの反応や興味を持ったこと、発した言葉を職員間で共有した。振り返りを通して見えてきた子どもの興味関心を次回の活動に反映し、継続した探究につなげていった。

	
	✔
	幼稚園・保育所等の各施設の教諭・保育者同士や保護者等に、探究活動の内容を共有した。

	
	※保育者や保護者当への共有方法

	
	保護者には、連絡ノートのおたより機能を活用して活動の様子を周知するとともに、お迎え時のコミュニケーションの中でも子どもたちの様子や活動内容を直接伝えるようにした。

	
	✔
	次の探究活動の更なる充実に向け、新たな問いや環境の構成を考えた。

	
	※継続的な実施のための工夫

	
	活動中の子どもたちの反応や記録をもとに、どのようなことに興味を持ったのかを振り返り、その気づきを次の活動内容に取り入れるよう工夫した。また、色の混ざりや光など子どもが関心を示した要素を継続して扱えるよう環境を整え、活動が連続的に深まっていくよう意識して取り組んだ。




